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柏崎：省察できる教師を目指したメタ認知能力の育成の試み
－44－
4－3－2．振り返り等による受講生の気づきから
　最後の全体レポートで、受講学生15名全員が、最初期に比べて、自分の主体的な学びの力が伸びた
ことに言及していた。また、授業の最初期には知識伝達型の授業でないことに戸惑い、自分で情報収
集すること、そして課題を分析してまとめることの難しさに直面したことを述べていた。発表につい
ても、最初期の至らなさと、回を重ねる毎によりよい状態へと変化していく自分の姿を捉えていた。
自己の成長の様子を捉えたうえで、その力が不充分であることに気づいて、次へと繋げようとする志
向までうかがえた。一連の活動を計画した教師にとっても、学生がこのように自己への気づきを深め
ていくことができたことに、驚きと達成感を得た。省察できる教師への第一歩を、受講者達が確実に
歩み始めたと思わせるものであった。
　個々の指摘で、示唆深く特徴的であった事項を、記述例とともにみてみよう。
①課題に関して情報収集することに戸惑ったり、インターネットに安易に頼っていたことに気づき、
情報源が偏っていたことを反省していた。
「調べ学習では、初めのうちは戸惑うことが多かった。インターネットのたくさんの情報のなかか
ら正確なものを探すのは意外と難しく、調べるだけで時間がかかってしまった」
「用意した資料はほとんどインターネットからの情報を使用していて、ひとつの情報に頼りすぎて
いる部分があった」
「いろいろと調べるなかで、ただ一つの情報だけを信じるのではなく、たくさんの情報や資料を集
めていって、いろいろな視点からその情報について考えることが大切だと感じた」
②発表については、最初期は調べたことをとにかく話すだけで精一杯だったが、回を重ねる毎に、聞
き手側のことを考えてわかりやすく伝える必要があること、その具体的な方法を工夫すべきである
と気づいていったことが述べられていた。
「調べたことをただ羅列しただけでは、発表を聞く人には何もわかりません」
「自分が理解していないこと、つまり文献を丸写しにして相手に伝えるようなことは、相手も理解
できないことだと感じた。文献の言葉でなく、自分の言葉でわかりやすく相手に伝えることが一
番大切だと思った。」
「はじめの発表ではそんなことは考えずにただ発表すればよいと思っていたが、段々と、聞く側の
人のことを考えて発表を行うように資料を用意出来るようになった」
③実施する前は、他者評価シートでコメントされることに不安を感じていたが、コメントに記述され
た自分の長所・短所に素直に向き合って、フィードバックの有効性を感じる記述も見られた。
「正直私は、自分の発表がどのように評価されるかすごく不安だった。しかし、実際に読んでみる
と、文章からみんなしっかりと自分の発表を見てくれていたのが分かった。良いところも悪いと
ころも書かれていて、中にはこうするともっと良くなるとわざわざ書いてくれた人もいて、すご
くうれしかった。みんなの意見や感想を読むことで自分の発表を客観的に見ることができる。」
④他者の行動を観察して、望ましいと思った行動を自分も取り入れようとしたことがうかがわれた。
すなわち、他者がモデルとして機能しており、いわゆる観察学習が行われていたことがわかる。
「他の人の発表を聴いて、内容に驚いたり感心したりするだけでなく、良いと感じた所を少しずつ
真似するように心がけた」
　
実践女子大学文学部　紀要　第51集
－45－
　以上のことから、受講生は自分の活動について、改善の程度や質に個人差はあるものの、各自が自
分なりに、以前の課題解決状況をよりよいものへと改善しようと努力したことがうかがわれる。
　レポートのまとめとして、自己の成長の様子を捉えたうえで、まだまだその力が不充分であること
に気づき、さらなる学習が必要だと感じている記述が多く見られた。これは、自分の認知活動をモニ
ターし、的確に捉えることができるようになったこと、そして、その結果に基づいて自分の認知活動
をコントロールしようとしていることだといえるのではないか。一連の授業の取組みによって、自己
への省察が確実に行われるようになった、といえよう。
5．まとめ
　開放型教職課程の2つの授業の取組みから、自分自身の思考・学習・活動過程を振り返らせて、言語
化させることによって、省察の基礎力としてのメタ認知能力を育成する試みについて検討した。自分
の模擬授業を設計する過程と、主体的な学びの過程を取り上げて、それぞれの過程で、自らの振り返
りや他者へのコメントなどを実施して、自分の思考や活動に対してメタ認知を行うよう促した。
　まず、授業設計過程の省察からは、以下のことが導かれた。
　授業設計過程の各段階で必要とされるメタ認知能力は以下の通りとなろう。
　［計画段階］　・模擬授業案を考える　⇒　実行する自分を仮想する
　　　　　　　・授業案を推敲する　⇒　仮想した自分をモニターする
　［実施段階］　・行動しながら、自分の良さ・まずさに気づく。自分の行動をモニターする　　
　［修正段階］　・自分が行ったことを振り返ることができる。
　　　　　　　・他者のコメントを関連付けて、どう修正すべきか考える。
　また、何に着眼すべきか、いかに状況を認識するか、いかに修正すればよいか、などについて検討
する経験を多く持つことが重要であり、気づきをいかに言語化するかも学ぶべきであることが明らか
となった。
　主体的な学びの過程の省察からは、学習者自ら課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動し、
問題解決していることを、学習者自身が意識化するようになっていく様子がうかがわれた。また、単
に自分が課題について学べただけでなく、その学びを他者に伝えることが大切であると気づけるよう
になっていった。それが、他者の視点に立ってわかりやすく表現するにはどうすべきかを考える行動・
意識の変化となって現れることが明らかとなった。
　いずれの活動も、受講生にとっては、これまでの学習では経験したことがない取組みであった。受
講者各自が初めてのことに戸惑いつつも、課題に取り組みながら成長していく様子が、言語化された
資料からうかがい知ることができた。
　教師養成ビデオ教材の教師（放送教育開発センター、1993）も、「予想していたことと異なることがあ
り、内心はどう対処したらいいか慌てる」「急いで状況に応じて立て直す」「それもまた授業の面白み」と
も言っている。実際の授業では、生徒と教師とのやりとりによって、想定できない展開がなされるも
のである。十分な授業計画ができる力と、現場での柔軟な対応の力が、教師には求められる。教授活
動のメタ認知に優れることが反省的実践家としての教師を支えている。
　自らの実践を捉えることは容易ではない。教職課程受講者は、今回の取組みによって、省察できる
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教師に向けて、省察の基礎力育成の第一歩を踏み出したところである。何に着眼すべきか、いかに状
況を認識するか、いかに修正すればよいかなどについて検討する経験を多く経て、それらの気づきを
表現する経験を積むことで、自分の実践に対するメタ認知能力を高めるように指導していくべきであ
ろう。メタ認知能力を育成して、省察できる教師を養成していくことが重要であろう。
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